


１　学力向上を図るための全体計画 令和６年度
青ヶ島村立青ヶ島小学校

指導内容、指導方法
の工夫

教育課程編成上の工夫
校内における研究や

研修の活用
指導と評価の一体化 家庭や地域との連携

　少人数学級の特性を踏
まえ、教科担当制を導入
し、分かりやすい授業を
展開しるとともに、一人一
人の個性や能力に応じた
指導を進め、基礎的・基
本的な内容を確実に身に
付けさせる。

　授業時数の確保に努め
るとともに、小中９年間を
見通した教育計画の整備
を進め、意図的・計画的
かつ、系統的な学習指導
の充実を実現する。

　人権教育についての校内研究
を軸として、各教科での指導に自
尊感情と他者理解の態度を育む
人権教育の視点を入れ、将来自
立できる生徒の育成を目指す。

　各教科の評価規準を充
実・整備し、評価の適正な
実施を図るとともに、保護
者会において、説明の機
会を設ける。

　外部評価や児童の声に
耳を傾け、学校教育の充
実や改善を図るとともに、
教育情報を積極的に公開
し、本校の教育活動への
理解・協力を得る。

○体験的な学習の
充実
○「身に付けさせたい
学習習慣」の共通理解
と実態の把握

○社会の一員としての規
範意識を高めるとともに、
望ましい人間関係を育む
上での基本的生活習慣の
確立に努める。

○全児童についての個別
指導計画を作成すると同
時に、必要に応じて個別
支援計画を策定し、個に
応じた指導の充実を図る。

○自ら課題を見付け、自ら
学び、自ら考え、主体的に
判断し、よりよく問題を解
決する資質や能力を育て
る。

○個に応じた指導
の工夫
○国語力の向上
（読む力）
○家庭での補充
学習

○自己をよく理解し、将来
の進路についての関心を
高め、進んで実現できるよ
うに努めようとする態度を
養う。

○各教科及び総合的
な学習の時間における
児童の発想を生かした
学習計画作りや学習
活動の工夫

○　日本国憲法
○　教育基本法
○　学校教育法
○　学習指導要領
○　東京都教育目標
○　青ヶ島村教育目標

○　児童の実態
○　家庭・地域の実態
○　保護者の期待や願い
○　地域の期待や願い
○　教職員の期待や願い
○　現代社会の要請
○　期待される児童像

○小中併設校の特性を生
かし、９年間を見通した教
育計画の整備を進めると
ともに、学習・生活両面に
わたる小中学校の連携に
努める。

○教育活動全体を通して、
偏見や差別を見抜き、許さ
ない鋭い人権感覚を育
て、生命の大切さを理解
し、温かい人間関係を築く
ことができる児童を育て
る。

　＜一人一人の児童を大切にする＞　
　○児童の能力に応じた、個別最適な学びの保証
　○早期（単元や題材のまとまり毎）に、児童の学習状況の
    把握・授業改善
　○児童の学びへの好奇心や探究心が高まる授業展開
　○児童が思考する場面の設定と、自らが答えを導き出す工夫
　○「特別の教科道徳」を要として、課題解決的な学習や指導
　　の工夫
　○ICT(タブレット端末・デジタル教科書等)の使用頻度を上
　　げる○分かりやすい授業を展

開し、体験的学習や問題
解決的学習を取り入れ、
自ら考え、主体的に判断
し、表現する能力を育て
る。

○「学力向上を図るための
調査」等を活用するととも
に、各教科の学習領域の
到達度を定期的・客観的
に評価し、習熟の程度に
応じた学習指導の充実を
図る。

○主体的な取組を通して、
郷土に対する誇りを育むと
ともに、粘り強さ、連帯感、
協調の精神を育成し、集
団や地域社会の一員とし
ての自覚と責任を高める。　本校では、学習指導要領に示された基礎的・基本的な学力の

定着を重視した教育活動により、児童の「自立」を目指す。

　相互に支え合う社会づくりを目指して、人権尊重の精神を基調とし、
「生きる力」を育み、権利と義務、自由と責任についての認識を深めさ
せ、公共心をもち、自立した児童・生徒を育てる教育を行うことにより家
庭・地域から信頼された学校を目指す。
　　　　　　　自立
　　　　　　　　○　よく考え　やりとげる子　
　　　　　　　　○　思いやりがあり　助け合う子　
　　　　　　　　○　明るく　たくましい子
自立のための【３iアイ（愛）】
〇identity (主体性、独自性) 自分の故郷（青ヶ島）を語れる力 
〇individual (個性を発揮した) 唯一無二の存在として自分を知り、社会
に貢献する力、仲間と協働する力 
〇interest (もっと知りたい、関わりたいと思う気持ち) 好奇心、探究心

本校において伸ばしたい力

学校経営方針

道徳教育の重点

特別活動の指導の重点

生活指導の重点

進路指導の重点

総合的な学習の指導の重点

各教科の指導の重点

小中連携

本校の授業改善に向けた視点

育生を目指す資質・能力

教育目標

学校経営方針

道徳教育の重点

進路指導の重点

総合的な学習の指導の重点

各教科の指導の重点

小中連携

生きて働く

知識・技能の習得 未知の状況にも対応できる「思考

力・判断力・表現力等」の育成

学びを人生や社会に生かそうとする

「学びに向かう力・人間性等」の涵養

本校の授業改善に向けた視点



教科 学年 育生を目指す資質・能力【観点】 具体的な授業改善策 補充的・発展的な学習指導計画

1
年

【知識・技能】
・身近なことを表す語句の量を増し、話や
文章の中で使うとともに、言葉には意味に
よる語句のまとまりがあることに気付き、語
彙を豊かにすること。

【思考・判断・表現】
・相手に伝わるように、行動したことや経験
したことに基づいて、話す事柄の順序を考
えること。
・身近なことや経験したことを報告したり、
観察したことを記録したりするなど、見聞き
したことを書くこと。
・読み聞かせを聞いたり物語などを読んだ
りして、内容や感想などを伝え合ったり、演
じたりすること。

・既習の仮名や漢字を活用して文章を書くよう
指導したり、振り返りの小テストを実施したりす
る。

・必要な事柄を集めるための視点を提示する。
（５W１Hなど）
・主語と述語による基本的な文を複数作り、順
序を考えながら、長文を書くようにする。
・登場人物になりきって動作化したり、物語に
は書いていないセリフを付け加えたりする。

・自主学習の中で、日記や感想など、書く
機会を多く設ける。

・物語文や説明文の学習でも、主語や述
語を見付ける活動を取り入れる。
・大事なこと（５W１Hなど）をキーワードとし
てメモしながら聞く活動を行う。
・友達が考えた文を聞き、そのまま正しく書
く活動を行う。

２
年

３
年

【知識・技能】
・国語辞典の使い方や漢字と仮名を用い
た表記、送り仮名の付け方、改行の仕方
を理解して文や文章の中で使うこと
・ローマ字で表記されたものを読、ローマ
字で書くこと

【思考・判断・表現】
・書く内容の中心を明確にし、内容のまと
まりで段落を作ったり、段落相互の関係に
注意したりして、文章の構成を考えること

・読書や作文の際に、積極的に国語辞典を使
うようにし、漢字と送り仮名の関係にも注意を向
けるようにする
・作文の際、既習の漢字は必ず使う

・書く内容を、始め、中、終わりに分け、それぞ
れにふさわしい内容と表現を工夫する

・必要に応じて教科書以外の読みものに
触れるようにし、その際、国語辞典をすす
んで活用する
・タブレット利用の際、ローマ字入力を使
用しローマ字に慣れ親しむ

・クロハトのような、身近な題材をテーマに
した作文を書く

４
年

【知識・技能】
・漢字辞典の使い方や接続する語句の役
割、修飾語と被修飾語の関係や文章の構
成、展開の特徴などについて理解すること

【思考・判断・表現】
・相手や目的を意識して、経験したことや
想像したことなどから書くことを選び、集め
た材料を比較したり分類したりして、伝え
たいことを明確にすること

・日常的に漢字辞典を使用する場面を設定す
る。
・日々の文章の読み取りの中で、接続語や修
飾語に関して繰り返し復習をする。

・相手を明確に定めることで相手意識をもたせ
る。
・アンケートやインタビューで集めた情報を自
身の考えを比較したり、分類したりしながら課
題に取り組む。

・定期的に既習事項を復習する時間を設
定する。
・作文を書いた際に、接続語や修飾語な
どが正しく使われているか確認をする。

・相手に評価してもらう場を設けることで、
相手意識や目的意識を強化していく。

５
年

６
年

【知識・技能】
・文の中での語句の係り方や語順、文と文
との接続の関係、話や文章の構成や展
開、話や文章の種類とその特徴について
理解すること

【思考・判断・表現】
・話し手の目的や自分が聞こうとする意図
に応じて、話の内容を捉え、話し手の考え
と比較しながら、自分の考えをまとめること

・主語、述語について、反復練習を行い、正し
く身に付ける機会を設ける。
・既習の教材について、構成に注目して文章
を読む機会を設ける。

・相手の考えを予想し、事前に回答を考えた上
でインタビューに取り組む。
・話し手の考えを、自分の考えと比較や同意を
行いながらインタビューに取り組む。

・自分で書いた文章や、教科書の文章に
ついて、主語、述語、修飾語に分類する。
・身近な文書をを読み、尾括型、頭括型、
双括型のそれぞれのよさについて感じさ
せる。

・校内の教職員だけでなく、地域の方にも
インタビューを行う。
・オープンエンドの質問をすることを通し
て、相手の考えを引き出せるようにする。

令和６年度　青ヶ島小学校　指導方法の課題分析と具体的な授業改善描くおよび補充的・発展的指導等の計画

国
　
　
　
語



令和６年度　青ヶ島小学校　指導方法の課題分析と具体的な授業改善描くおよび補充的・発展的指導等の計画

教科 学年 育生を目指す資質・能力【観点】 具体的な授業改善策 補充的・発展的な学習指導計画

社
会

３
年

【知識・技能】
・身近な地域の物理的環境、地域の産業と
消費生活の様子について、人々の生活と
の関連を踏まえて理解すること。
・調査活動や地図帳を活用して、必要な情
報をまとめること。
【思考・判断・表現】
・身近な地域や市の場所による違いや、生
産の仕事と地域の人々の生活の関連や販
売の仕事に見られる工夫を考え、表現する
こと。

・調査活動を充実させ、実体験に基づいて
身近な地域の環境などを理解できるように
する。

・地域の方に話を聞き、地域の方の思いに
気付く機会を設ける。

・社会科見学の日程に合わせて、単元計
画を立てる。
・自ら課題を設定し、調べたいことについ
て、インターネットで調べたり、インタビュー
を行ったりする探求的な活動を重点的に行
う。

・都心と青ヶ島を比較する活動を取り入れ
ることで、地域の特徴やよさを知る。

４
年

【知識・技能】
・飲料水、電気、ガスを供給する事業は、
安全で安定的に供給できるよう進められて
いることや、地域の人々の健康な生活の維
持と向上に役立っていることを理解するこ
と。
・見学・調査したり地図などの資料で調べ
たりして、まとめること。

【思考・判断・表現】
・過去に発生した地域の自然災害、関係
機関の協力などに着目して、災害から人々
を守る
活動を捉え、その働きを考え、表現するこ
と。

・飲料水が届くまでの道筋を、視覚的にわ
かるよう視聴覚教材を活用する。
・自分が住む地域について調べる活動に
重点を置く。

・地域の方に話を聞き、地域の方の思いに
気付く機会を設ける。

・社会科見学の日程に合わせて、単元計
画を立てる。
・自ら課題を設定し、調べたいことについ
て、インターネットで調べたり、インタビュー
を行ったりする探求的な活動を重点的に行
う。
・都心と青ヶ島を比較する活動を取り入れ
ることで、地域の特徴やよさを知る。

５
年

６
年

【知識・技能】
・国、地方公共団体の政治、我が国の歴史
上の主な事象を手掛かりに大まかな歴史
に関して理解すること。
・見学・調査したり、各種資料を調べたりし
て、まとめること。

【思考・判断・表現】
・国、地方公共団体の政治の取組、我が国
の歴史上の主な事象を捉えて我が国の歴
史の展開を考え、表現すること。

・国や都について、インターネットやインタ
ビュー等を活用して調べる機会を設ける。
・歴史の流れを確認できる資料を用意し、
時代の流れを理解できるようにする。

・調べたことを基に、他の単元と比較した
り、関連付けたりしながら、学習をまとめる。

・都や村の現在の政治について探究する
機会を設け、調べたことを基に、政治に関
して他者と議論する学習を取り入れる。

・調べたことを基にまとめ、他者に発表する
機会を設ける。



令和６年度　青ヶ島小学校　指導方法の課題分析と具体的な授業改善描くおよび補充的・発展的指導等の計画

教科 学年 育生を目指す資質・能力【観点】 具体的な授業改善策 補充的・発展的な学習指導計画

算
数

1
年

【知識・技能】
・加法及び減法の意味について理解し、簡
単な場合について、２位数などについても
加法及び減法ができること。

【思考・判断・表現】
・ものの形に着目し、身の回りにあるものの
特徴を捉えたり、具体的な操作を通して形
の構成について考えたりする。
・時刻の読み方を用いて、時刻と日常生活
を関連付ける。

・宿題や復習の時間を多く設け、反復学習をさせる。

・本人が気付かなかった考え方は、教員が図や式の一
部を提示し、考えの続きを説明させるようにする。

・日常生活の中で、時計を読む習慣をつくるなど、算数
的活動を増やし、学習活動を日常生活にどのように関
わっているのか結びつける。

・学習で身に付けたことをもとに、日常生活
の中で活用する場面を見つける。
・文章問題に取り組む機会を増やし、問い
に正対した答えを導き出せるようにする。

２
年

３
年

【知識・技能】
・３位数や４位数の加法及び減法の計算の
技能を確実に身に付けて、必要な場面で
それらの計算を活用できるようにする。

【思考・判断・表現】
・数量の関係に着目し、計算の意味や計算
の仕方を考えたり、計算に関して成り立つ
性質を見いだしたりするとともに、その性質
を活用して、計算を工夫したり計算の確か
めをしたりすること。

・筆算を行う際に、繰り上がりや繰り下がりに気を付け、
習熟する時間を設ける。
・算数的活動を増やし、学習活動を日常生活にどのよう
に関わっているのか結びつける。

・余りのあるわり算において、具体物を用いることで、商よ
りも余りが大きくならないよう計算することを確かめる。

・学習で身に付けたことをもとに、日常生活
の中で活用する場面を見つける。
・文章問題に取り組む機会を増やし、問い
に正対した答えを導き出せるようにする。

・九九を超える掛け算の計算の仕方から、
商が１０以上になる場合のわり算の計算の
仕方を考える。

４
年

【知識・技能】
・整数、小数等の計算をしたり、図形の面積
や角の大きさを求めたりする技能を身に付
けて、必要な場面でそれらの計算を活用で
きるようにする。

【思考・判断・表現】
・数とその表現や数量の関係に着目し、計
算の仕方などを考えたり、それらを用いて
問題解決したり、解決の過程や結果を多面
的に捉え考察したりする。

・計算や位等を見直す機会を設け、個々の課題につい
て振り返ることができるようにする。
・具体例や算数的活動を取り入れ、学習について児童
がイメージしやすいようにする。

・問題に対する解答だけでなく、解いた方法やその他の
解き方など考える時間を確保する。
・自分の考えだけでなく、自他の解き方や考え方を共有
する場面を設ける。

・既習事項について、繰り返し振り返る機会
を設けて、学習の定着を図る。
・既習事項を用いて、実生活に関連付けた
探究的な学習を取り入れる。

５
年

６
年

【知識・技能】
・文字を用いた式や比例などについて理解
するとともに、分数の計算をしたり、図形の
面積や体積を求めたりする技能を身に付け
て、必要な場面で活用できるようにする。
【思考・判断・表現】
・数とのその表現や計算の意味に着目し、
発展的に考察して問題を見いだすととも
に、目的に応じて多様な表現方法を用いな
がら数の表し方や計算の仕方などを考察し
たりすること。

・数直線や表などを用いて、視覚的に数量の関係が理
解できるようにする。
・授業時間に学習した内容を習熟する時間を設ける。

・計算の仕方を多面的に捉え考えることができるように、
複数の回答方法を
・面積図などを用いて具体的なイメージを児童がもってる
ようにする。

・学習開始時に前時の復習問題を解くこと
で、学習の定着を図る。

・既習事項を活用して、実生活に関連付け
た探究的な学習を取り入れる。



令和６年度　青ヶ島小学校　指導方法の課題分析と具体的な授業改善描くおよび補充的・発展的指導等の計画

教科 学年 育生を目指す資質・能力【観点】 具体的な授業改善策 補充的・発展的な学習指導計画

理
科

３
年

【知識・技能】
・自然の事物・現象（特に本校周辺の動植
物や気象）について理解し、観察・実験な
どに関する基本的な技能を身につけること

【思考・判断・表現】
・自然の事物・現象について、差異点や共
通点を基に、問題を見出すこと

・本校から尾山展望公園までの野外観察
を定期的に行い、観察対象の検討や、観
察結果の記録を蓄積する
・上記の活動にタブレットを活用する

・比較をするためにそろえる共通条件とし
て何が必要か確認する。
・月ごとのデータを比較数する

・野外観察の結果を研究レポートにまと
め、東京都小学生科学展に出展する

４
年

【知識・技能】
・自然の事物・現象（特に本校周辺の動植
物や気象）について理解し、観察・実験な
どに関する基本的な技能を身につけること

【思考・判断・表現】
・　既習の内容や生活経験を基に、根拠あ
る予想や仮説を発想して問題解決につな
げること

・本校から尾山展望公園までの野外観察
を定期的に行い、観察対象の検討や、観
察結果の記録を蓄積する
・上記の活動にタブレットを活用する

・測定・記録の前に根拠のある予想を立
て、結果と比較する

・野外観察の結果を研究レポートにまと
め、東京都小学生科学展に出展する

５
年

６
年

【知識・技能】
・自然の事物・現象について理解し、観察・
実験などに関する基本的な技能を身につ
けること

【思考・判断・表現】
自然の事物・現象について、自分がすで
に持っている考えを検討し、より科学的なも
のに変容させること

・教科書記載の実験方法と異なる方法も検
討採用して、観察・実験についての技能を
充実させる

・観察・実験方法を検討することで、科学的
考察を深める

・国連持続可能開発目標（SDGｓ）の達成
について、環境保全に限らずより広い視点
から考察する
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教科 学年 育生を目指す資質・能力【観点】 具体的な授業改善策 補充的・発展的な学習指導計画

生
活

1
年

【知識・技能】
・活動や体験の過程において、自分
自身、身近な人々、社会及び自然の
特徴やよさ、それらの関わり等に気付
くとともに、生活上必要な習慣や技能
を身につける。

【思考・判断・表現】
・身近な人々、社会及び自然を自分と
の関わりで捉え、自分自身や自分の
生活について考え、表現することがで
きるようにする。

・疑問を見つける活動を日常化し、友達と共有できるよ
うな工夫を行う。

・発見や解決するに至った大切なポイントを示し、自分
の振り返りを自分の言葉で自己評価できるようにする。

・疑問を持った動植物の特徴がわかる図鑑や
ICT資料を用意しておき、適切なタイミングで
提示し、対象への理解や愛着を高められるよ
うにする。

・観察したことを表す言葉の語彙を示し、児童
がまとめたり、整理したりしやすいようにする。

２
年
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教科 学年 育生を目指す資質・能力【観点】 具体的な授業改善策 補充的・発展的な学習指導計画

音
楽

1
年

【知識・技能】
・読譜
・音程
・リズム感

【思考・判断・表現】
・自分で考えて音楽をつくり演奏する。

・友達や教師と一緒に演奏する。

・教材ごとに楽譜を読む。
・楽器に合わせて正しい音程で歌う。
・リズムリレーなど遊びの中でリズム感を養
う。

・リズムや音の組み合わせを考えて音楽を
つくり演奏する。
・友達や教師の音を聴いて合わせる。

・読譜から楽器の演奏につなげる。
・楽器なしで歌えるようにする。
・止まらずにリズムリレーを行う。

・１つにこだわらず、いろいろな音楽をつく
り演奏する。
・練習では友達の音を気にせずに自分の
演奏をする。

２
年

３
年

【知識・技能】
・確実なリズム感

・正しい音程での歌唱

【思考・判断・表現】
・リコーダーの正しい奏法を身につけきれ
いな音でリコーダーを吹く。

・楽器に合った演奏方法で演奏できるよう
にする。
・楽器の音程に合わせて歌う。

・タンギングと息の使い方に気をつけて吹
く。

・還住太鼓のリズムや打ち方ではなく、各
楽器に合った演奏方法で演奏できるように
する。
・音感を身につけ音程をイメージして歌う。

・音の出だしや伸ばした音の最後まできれ
いな音で吹く。

４
年

【知識・技能】
・読譜
・リズム感

【思考・判断・表現】
・楽器の音色、曲の特徴を生かして演奏す
る。

・教科書教材に音名を書き込ませる。
・音の長さを理論的に理解してリズムを演
奏する。

・楽器の音色の違いや旋律の特徴につい
て感じ取り演奏に生かそうとする。

・書き込んだ音で演奏させ、音感も養う。
・拍感を身につけ、音の長さについて説明
できるようにする。

・パートや曲に合う楽器や演奏方法を選択
し、スタッカートやリズムに気を付けて演奏
する。

５
年

６
年

【知識・技能】
・音楽の記号の理解
・音や休符の長さの理解

【思考・判断・表現】
・曲の特徴にふさわしい表現で歌う。
・全体の響きを感じ取って合唱する。

・教材ごとに音楽の記号を確認する。
・仕組みを理解し

・音楽の記号に沿って歌う。
・明るく響きのある声で歌い、他のパートと
合わせる。

・音楽の記号を生かして演奏する。
・曲の中でその音や休符が使われている
意味を考え演奏に生かす。

・表現の工夫について音楽の用語で考え
説明できるようにする。
・和音の響きや音の重なりを感じ取り、互い
の歌声を聴き合って歌う。



令和６年度　青ヶ島小学校　指導方法の課題分析と具体的な授業改善策および補充的・発展的指導等の計画

教科 学年 育生を目指す資質・能力【観点】 具体的な授業改善策 補充的・発展的な学習指導計画

図
画
工
作

1
年

【知識・技能】
・自分の感覚や行為を通して、形、大
きさ、線、色、触った感じ等に気付き、
自分のイメージをもつ力

・考えたことや自分がつくりたいものに
ついて聞き取り、教師が一緒に考えた
りつくったりすることを通して、楽しみな
がら取り組ませる。

・参考作品を見せたり、つくり方を実演
したりすることを通して、活動に興味を
もたせる。

２
年

３
年

【知識・技能】
・材料や用具を適切に扱うとともに、前
学年までの材料や用具についての経
験を生かしながら、手や体全体を十分
に働かせて、創作活動を工夫する力

・テーマからつくりたいものを考え、自
分の表したいことに合わせて材料や
用具を使えるように、材料の特徴や用
具の扱い方について丁寧に指導す
る。

・多様な素材を扱った参考作品を見
せたり、作り方を実演したりすることに
よって、材料や用具について様々な
方法を試す時間を確保する。

４
年

【思考力・判断力・表現力】
・身近にある作品などを鑑賞する活動
を通して、作品の造形的なよさや面白
さ、表したいこと、いろいろな表し方な
どについて感じ取ったり考えたりする
力

・参考作品や友人の作品の鑑賞を通
して、作り手の思いをくみ取ったり鑑賞
した作品のよいところについて考えた
りするなどして、自分の見方や感じ方
を言葉にするよう指導する。

・感じたことや表したいことを自由に発
言する機会をつくり、手触り、大きさ、
形、色、光などを根拠に、自分なりに
味わったりイメージを見直したりする活
動に取り組む。

５
年

６
年

【思考力・判断力・表現力】
・形や色、材料や空間などを基に、感
性や想像力を働かせて、自分なりに
造形的な活動を思い付いたり、表した
いことを見付けたりする力

・これまでの経験を生かしながら、児童
が進んで様々な素材や画材を組み合
わせたり、用具の使い方を工夫したり
することができるように、作業環境を整
える。

・自分たちが造形的に手がけることに
よって、見慣れた場所や空間を新しい
場所や空間に変えることの面白さを感
じられるような活動にする。
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教科 学年 育生を目指す資質・能力【観点】 具体的な授業改善策 補充的・発展的な学習指導計画

５
年

６
年

【知識・技能】
・日常生活を送るために必要な衣食住、環
境などに係る基本的な技能を身に付ける
力
【思考・判断・表現】
・日常生活の中で見つけた課題の解決法
を考え、それを表現する力を身に付ける力
【主体的に学習に取り組む態度】
・生活をよりよくするための工夫を考えた
り、それを実践しようとする態度

・学習の題材ごとに自らの生活を振り返り、
課題を設定する時間を設ける。

・学習した技能を授業の中で実践するとと
もに、家庭で実践する課題を出すことで知
識・技能の定着を図る。

・製作や調理の実践についてまとめたり、
展示したりする。

・小・中学校の各内容の系統性を重んじな
がら指導を行う。
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教科 学年 育生を目指す資質・能力【観点】 具体的な授業改善策 補充的・発展的な学習指導計画

体
育

1
年

【知識・技能】
・ 運動遊びの楽しさに触れ、その行い方を
知るとともに、基本的な動きを身につける
力

【思考・判断・表現】
・工夫して運動遊びを行い、自分の考えた
運動遊びを友達に伝える力

【主体的に学習に取り組む態度】
・ 運動遊びに対し、意欲的に取り組む態
度

・ルールや場の設定を工夫し、活動時間を
十分に確保する。
・ICT機器を用いて、音楽を流したり児童の
動きを撮影したりして、学習に対する意欲
を高める。
・振り返りの時間を確保し、次回への課題
を見付けることができるようにする。

・様々な動きを準備し、意欲を引き出す。

・人数が少なくてできない運動には、教員
が入ったり、ルールを変更したりして、いろ
いろな動きを経験できるようにする。

・自分自身の記録を意識してできるように
する。

・運動遊びから運動につながる補助運動を
取り入れる等、スモールステップで行う。

２
年

３
年

【知識・技能】
・運動の楽しさや喜びを感じながら、その
行い方及び健康で安全な体の動かし方を
理解し、基本的な動きや技能を身につけよ
うとする力
【思考・判断・表現】
・自己の運動や身近な生活における健康
の課題を見付け、その解決のための方法
や活動を工夫し、考えたことを他者に伝え
る力

【主体的に学習に取り組む態度】
・ きまりを守り、友達と協力しながら運動に
取り組む態度

・練習場所やルールを工夫し、活動時間を
十分確保する。
・ICT機器を用いて、音楽を流したり児童の
動きを撮影したりして、学習に対する意欲
を高める。
・良い動きや声かけを取り上げたり、全体で
注意点を確認したりすることで、互いに学
び合える場を設ける。
・ 活動に必要な用具の準備や片付けを、
協力して取り組むようにする。

・ 役割分担を行い、様々な役割を経験でき
るようにする。
・ ペア学習を通して、お互いに教え合った
り励まし合ったりするような関係を構築でき
るようにする。

４
年

【知識・技能】
・運動の楽しさや喜びを感じながら、その
行い方及び健康で安全な体の動かし方を
理解し、基本的な動きや技能を身につけよ
うとする力
【思考・判断・表現】
・自己の運動や身近な生活における健康
の課題を見付け、その解決のための方法
や活動を工夫し、考えたことを他者に伝え
る力

【主体的に学習に取り組む態度】
・ きまりを守り、友達と協力しながら運動に
取り組む態度

・練習場所やルールを工夫し、活動時間を
十分確保する。
・ICT機器を用いて、音楽を流したり児童の
動きを撮影したりして、学習に対する意欲
を高める。
・良い動きや声かけを取り上げたり、全体で
注意点を確認したりすることで、互いに学
び合える場を設ける。
・ 活動に必要な用具の準備や片付けを、
協力して取り組むようにする。

・ 役割分担を行い、様々な役割を経験でき
るようにする。
・ ペア学習を通して、お互いに教え合った
り励まし合ったりするような関係を構築でき
るようにする。

５
年

６
年

【知識・技能】
・運動の楽しさや喜びを感じ、その行い方
及び心の健康やけがの防止等について理
解する力
・基本的な技能及び健康で安全な生活を
考えるための技能を身に付ける力
【思考・判断・表現】
・自己やグループの課題を見つけ、その解
決のために工夫するとともに、自己の考え
を他者に伝える力
【主体的に学習に取り組む態度】
・きまりを守り、友達を助け合いながら運動
をしたり、友達の考えを認めたりして自己の
最善を尽くして運動をする力

・基本的な技能をプレイの中で発揮する場
面の設定等を工夫し、運動することの楽し
さを味わえるようにする。

・自己の適切な課題を見つられるように、
ICT機器の活用、練習の場、技や技術の
確認などの支援を行う。

・ゲーム形式の活動の際、自分たちで約束
事を決め、お互いが決まりを守り協力し合
いながら運動する場を設定する。

・技能の向上とそれに伴う体力の向上が、
健康で安全な生活と密接に関係しているこ
とに付くことができるようにする。

・自己の課題について考えたことを他者に
伝えると共に、他者の考えを理解し、自己
の考えをより深める場を設ける。

・課題の達成に全力を出して運動に取り組
む態度を育成することにより、自己の可能
性に気付き、生涯にわたり豊かなスポーツ
ライフを実現する資質を養う。
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外
国
語
活
動

３
年

【知識・技能】
・外国語を通して、言語や文化につい
て体験的に理解を深め、日本語と外
国語との音声の違い等に気付く力

【思考・判断・表現】
・身近で簡単な事柄について、外国語
で聞いたり話したりして自分の考えや
気持ちなどを伝え合う力

・日本語の音声の特徴を意識させな
がら、外国語を用いたコミュニケーショ
ンを通して、日本語の使用だけでは気
付くことが難しい日本語の音声の特徴
や言葉の仕組みに気付くことができる
ようにする。

・児童がよく知っている人や物、事柄
のうち、簡単な語彙や基本的表現で
表すことができるものを用いて、コミュ
ニケーション活動を行うようにする。

・体験活動の充実を図る。

・話す際には、動作を用いたり、実物
を見せながらコミュニケーションを取る
ようにしたりする環境を設ける。

４
年

【知識・技能】
・外国語を通して、言語や文化につい
て体験的に理解を深め、日本語と外
国語との音声の違い等に気付く力

【思考・判断・表現】
・身近で簡単な事柄について、外国語
で聞いたり話したりして自分の考えや
気持ちなどを伝え合う力

・日本語の音声の特徴を意識させな
がら、外国語を用いたコミュニケーショ
ンを通して、日本語の使用だけでは気
付くことが難しい日本語の音声の特徴
や言葉の仕組みに気付くことができる
ようにする。

・児童がよく知っている人や物、事柄
のうち、簡単な語彙や基本的表現で
表すことができるものを用いて、コミュ
ニケーション活動を行うようにする。

・体験活動の充実を図る。

・話す際には、動作を用いたり、実物
を見せながらコミュニケーションを取る
ようにしたりする環境を設ける。

外
国
語

５
年

６
年

【知識・技能】
１. 語いや表現、言語の働き等につい
て理解し、正しく活用する力。

【思考・判断・表現】
2. 言語活動を行う目的や場面に応じ
て、 語いや表現や文法を意識しなが
ら、身近な事柄について話したり、聞
いたり、書いたりして、自分の考えや
気持ちを伝え合う力。

１．リスニングで言語材料をはじめとし
た多様な英語表現に慣れ親しみ、話
すことや書くことを通じて児童が学ん
だ英語表現を活用する指導を行う。

２. 日常的な話題について話し合う活
動を実施し、お互いの考えや気持ち
を伝え合う。自分の考えを英文にまと
め、発表する活動を実施することで、
児童が自分の考えや気持ちを表現す
る力を高める。

1．英語の単語表現や英単語のニュア
ンスなどの内容を指導することで、自
分の考えを話し合ったり、書いたりする
活動において、児童が自分の意見や
気持ちをより適切に表現できるように
する。

2. 中学校第2・第３学年と考えを伝え
合う環境を整えることで、児童が多様
な考え方に触れ、自分の考えに取り入
れる機会を提供する。



２　学力向上を図るための全体計画 青ヶ島村立青ヶ島中学校

教育目標

○　日本国憲法
　人間尊重の精神を基調として、知・徳・体の調和のとれ、
豊かな個性と創造力あふれる生徒の育成を目指し、以下の教
育目標を設定する。

○　生徒の実態

○　教育基本法 ○　家庭・地域の実態

○　学校教育法 ○　保護者の期待や願い

○　学習指導要領 ○　地域の期待や願い

○　教職員の期待や願い

○　心身ともに健康で、たくましく生きる生徒 ○　期待される生徒像

小中連携
学校経営方針

（学力向上に関わる要点）
道徳教育の重点

○小中併設校の特性を生かし、
９年間を見通した教育計画の整
備を進めるとともに、学習・生
活両面にわたる小中学校の連携
に努める。

○望ましい生活習慣を身に付
け、自主自律の精神を重んじ、
社会に貢献し、誠実で責任ある
態度を育てる。

○　青ヶ島村教育目標 ○　心豊かで、互いに尊重しあえる生徒 ○　現代社会の要請

○　東京都教育目標 ○　自ら考え、工夫し、進んで学び続ける生徒

各教科の指導の重点

特別活動の指導の重点

○本島独自の伝統行事をはじ
め、学校行事への主体的な取り
組みを通して、リーダーシップ　
、粘り強さ、連帯感、協調の精
神を育成し、集団や地域社会の
一員としての自覚と責任感を高
める。

学習意欲の向上や
学習習慣の確立

○体験的学習や問題解決的学習
を取り入れ、自主的、自発的に
学習する能力を育てる。

本校において伸ばしたい力

　本校では学習指導要領に示された基礎的・基本的な学力の
定着を重視した教育活動により、生徒の「自立」を目指して
いきます。

○「学力向上を図るための調
査」等を活用するとともに、授
業改善プランを作成し、確かな
学力の向上を目指す。

○分かる授業を展開し、基礎
的・基本的知識及び技能を活用
する能力を育てる。

＜一人一人の生徒を大切にする＞　
　○生徒の能力に応じた、個別最適な学びの保証
　○早期（単元や題材のまとまり毎）に、生徒の学習状況
    の把握・授業改善
　○生徒の学びへの好奇心や探究心が高まる授業展開
　○生徒が思考する場面の設定と、自らが答えを導き出す
　　工夫
　○「特別の教科道徳」を要として、課題解決的な学習や指導
　　の工夫
　○ICT(タブレット端末・デジタル教科書等)の使用頻度を上げる

総合的な学習の
指導の重点

○体験的な学習及びキャリ
ア教育の充実

○自ら課題をもち、主体的に考
え、創意工夫し、解決する探究
活動を通して自らよりよく高め
ようとする資質や能力を育て
る。

○「身に付けさせたい学習
習慣」の共通理解と実践

生活指導の重点

基礎的・基本的な
知識・技能の習得

思考力・判断力・
表現力等の育成

○基本的な生活習慣の確立を図
り、自主的・自律的に考え行動
できる態度を育てる。また、家
庭での学習習慣が身に付くよ
う、家庭との連携を図る。
○個別支援計画を策定し、特別
支援教育を含む個に応じた指導
の充実を図る。

○職場訪問・職場体験や上級学校訪
問等を実施し、望ましい職業観・勤
労観を養い、人間としての生き方を
学ばせる。

家庭や地域との連携

○各教科及び総合的
な学習の時間におけ
る探究学習での観
察・実験、レポート
の作成、論述等の学
習活動の工夫

進路指導の重点

○放課後の補充学習

○個々に応じた指導
の工夫

○朝読書

本校の授業改善に向けた視点

指導内容指導方法の
工夫

教育課程編成上の
工夫

校内における
研究や研修の工夫

評価の工夫

○自己をよく理解し、将来の進路について
の関心を高め、進んで実現できるように努
めようとする態度を養う。

○少人数学級の特性
を踏まえ、分かる授
業を展開し、一人一
人の個性や能力に応
じた指導を進め、基
礎的・基本的知識及
び技能を活用する学
習活動を充実させ
る。

○授業時数の確保に
努めるとともに、小
中９年間を見通した
教育計画の整備を進
め、意図的・計画
的・系統的な学習指
導の充実を実現す
る。

○人権教育についての校
内研究を軸として、各教
科での指導に自尊感情と
他者理解の態度を育む人
権教育の視点を入れ、将
来自立できる生徒の育成
を目指す。

○各教科で評価計画
や評価方法の工夫・
改善に努め、学習領
域の到達度を定期
的・客観的に評価
し、評価の適正な実
施を図る。

○学校関係者評価を
活用するなどし、家
庭や地域との連携を
深め、「開かれた学
校」づくりを推進す
るとともに、本校の
教育課題を的確に把
握し、課題解決に努
める。



教科 観点 伸ばしたい力 具体的な授業改善策 補充的・発展的な学習指導計画

1
年
生

2
年
生

・漢字
・文法
・表現の技法

・漢字の成り立ちや構成を学習し、単
元ごとに新出する漢字の定着を図る。
・文法の学習ではワーク等を活用し既
習事項を確認しながら学習を進める。
・表現の技法においては詩作の機会
を設けて学習の定着を図る。

・漢字テストは再テストの機会を設け、
新たに覚えた漢字や文法の知識は、
例文を作るなどして発展的な学習を進
める。
・様々な詩を例に取りながら学習内容
を確認し、新しい表現技法を見つけて
詩作をするなど発展的な学習を行う。

3
年
生

・漢字
・文法
・表現の技法

・毎週の漢字テストを実施し、単元ごと
に学習する漢字の定着を図る。
・文法の学習では既習事項を確認し
ながら知識を活用させる。
・表現の技法においては詩作の機会
を設けて学習の定着を図る。

・新たに覚えた漢字や文法の知識は、
それらを使って例文を作るなどして発
展的な学習を進める。
・様々な詩を例に取りながら学習内容
を確認し、新しい表現技法を見つけて
詩作をするなど発展的な学習を行う。

1
年
生

2
年
生

・構成の検討（話す・聞く・書く）
・精査・解釈（読む）
・考えの形成、共有（読む）

・小論文等の原稿を書いた後、構成の
意図や根拠を発表させる。
・文章読解においては、登場人物の
行動や場面の様子から心情を想像さ
せる。
・自分の考えを支える根拠がどのよう
なものか記述でまとめさせる。

・説明文の構成を参考に自身の文章
を見直す。複数の構成を比較する。
・登場人物の言動に注目したり、場面
ごとの関連を考えたりする。
・筆者の主張に対する考えを述べた
り、考えの根拠の妥当性を考えたりす
る。

3
年
生

・構成の検討（話す・聞く・書く）
・精査・解釈（読む）
・考えの形成、共有（読む）

・スピーチ等の原稿を見直し、構成の
意図や根拠を発表させる。
・文章読解では、登場人物の言動に
注目させて心情を想像させる。
・考えの形成に関しては、主に作文指
導などを通して行う。

・論説文の読解の際に、段落ごとの役
割や関連を考えさせる。
・登場人物の言動に注目したり、場面
ごとの関連を考えたりする。
・筆者の主張に対する考えを述べ、根
拠の妥当性を考える。

1
年
生

2
年
生

・粘り強く取り組む力
・学習を調整する力

・授業や家庭学習において、学習目
標を達成するための手立てを示し、学
習に励むことのできる環境を整える。
・振り返りシートを用いて、単元ごとに
自身の課題を把握し、不足している学
習を認識して次の学習へとつなげる。

・自身の課題が明確にならない場合
は、助言等を行い、単元における課題
が明確になるように指導する。
・振り返りシートを単元ごとに確認し、
自身が設定した学習目標を明確にす
る。

3
年
生

・粘り強く取り組む力
・学習を調整する力

・授業における学習目標を達成するた
めの手立てを示し、学習に励むことの
できる環境を整える。
・振り返りシートを用いて、単元ごとに
自身の課題を把握し、不足している学
習を認識して次の学習へとつなげる。

・自身の課題が明確にならない場合
は、助言等を行い、単元における課題
が明確になるように指導する。
・振り返りシートを単元ごとに確認し、
自身が設定した学習目標を明確にす
る。

令和６年度　青ヶ島村立青りヶ島中学校　授業改善推進プラン【国語科】

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

国
語
科



教科 観点 伸ばしたい力 具体的な授業改善策 補充的・発展的な学習指導計画

1
年
生

2
年
生

・地理、歴史の学習が現在につながってい
ることを理解し、学習に向かう姿勢を育て
る。
・地理や歴史の資料や写真から、その地域
や時代の特徴を読み取る力(技能)を伸ば
す。
・社会科の用語に関して、正確な知識を身
に付けさせる。

・単元ごとに学習する意義を確認し、その
意義が社会(世界)につながっていることを
意識させる。
・教科書の資料や資料集の写真などから
設問を作り出し、地域や時代の特徴を読み
取る時間を多くとっていく。

・各州、各時代の様子と現代の様子を比較
させる活動を行う。
・自分の好きな時代の紹介を新聞でまと
め、自分の知識とする。
・単元ごとに小テストや再テストを重ね、正
確な知識の習得を促していく。

3
年
生

・地理的分野の知識量。
・歴史的分野の知識量。
・地理的分野の資料を読み取る力。
・歴史的分野の資料を読み取る力。

・１・２年生の既習内容を再確認し、各地域
の特徴や時代の流れを捉え、正確な知識
を身に付けさせる。また、教科書や資料集
を使い資料の読み取りに慣れていく。

・単元ごとに小テストや再テストを重ね、正
確な知識や表現をみとる学習活動を行っ
ていく。

1
年
生

2
年
生

・社会科の目標を再確認した上で、課題を
解決するために情報を収集し、相手にわか
りやすく説明する表現力を身に付けさせ
る。
・地理的・歴史的な資料の読み取りを正確
に行い、自分の言葉で記述できる力を養
う。

・単元ごとに社会的な課題に関して考える
時間を設け、文章や発表などで自分の考
えを表現する活動を取り入れていく。
・授業内で資料の読み取りの時間をできる
だけ多くつくり、まずはヒントを出さずに取り
組ませる。その後教員と一緒に考察する場
面をつくる。

・発表を行った際は、その活動だけで終わ
るのではなく、調べたことの共通点や相違
点を考える時間も設ける。
・資料の読み取りから分かった内容を、生
徒自身の言葉で発言させて表現力も養っ
ていく。

3
年
生

・地理・歴史的分野とも、読み取った資料
からその地域や時代の特徴を自分の言葉
で表現できる力。
・公民的分野では、自分の興味をもった内
容を探求し思考する力。

・地理・歴史的分野では１・２年生の既習内
容を再確認する。公民的分野では授業内
に時間を取り、探求する時間をさらに設け
る。

・単元ごとに小テストや再テストを重ね、正
確な知識や表現をみとる学習活動を行っ
ていく。

1
年
生

2
年
生

・指定された課題から自分が関心のある課
題を選び、必要な情報を調べ、わかりやす
く発表することができるようにまとめる力を
育てる。
・興味関心を引き出し、主体的に学習をし
ていく姿勢を身に付けさせる。

・社会的事象を理解する上で大切な主題
図やグラフ、美術品などの資料を複数用
い、社会的事象に取り組む時間を設ける。
・単元ごとに興味がある分野を取り上げ、そ
れについて調べ学習をする時間を設ける。

・単元の学習の中ででてきた複数の課題を
用いて、単元を通して解決していく課題に
取り組む学習を行う。
・必要があれば、調べ学習の補助を教員が
行う。

3
年
生

・粘り強く学習に取り得組む力。
・進路先に向け、自ら問題演習に向き合お
うとする力。

・授業科目の中で入試問題演習を行う。ま
た分からないところを教師と一緒に学習す
ることで、安心感や励ましを得られるように
していく。

・２週に１度ぐらいのペースで、入試問題に
触れる機会をつくっていく。

令和６年度　青ヶ島村立青ヶ島中学校　授業改善推進プラン【社会科】
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教科 観点 伸ばしたい力 具体的な授業改善策 補充的・発展的な学習指導計画

1
年
生

2
年
生

基礎的な概念や原理・法則などを理
解するとともに、事象を数理的に捉え
たり、数学的に解釈したりする力。

・基礎的な問題解決の時間及び問題
数を増加させ、知識・技能の定着を図
る。
・自作の問題の作成及び解説の時間
を設ける。

・授業の中で繰り返し問いかけたり、
理解を深めるための問題を用意し、個
に応じた指導をする。
・家庭学習課題を授業ごとに準備し、
基礎的な知識・技能の定着を図る。

3
年
生

数の平方根、多項式と二次方程式、図形
の相似、円周角と中心角の関係等、基礎
的な概念や原理・法則などを理解するとと
もに、事象を数学化したり、数学的に解釈
したり、数学的に表現・処理したりする力。

・各単元において、生徒それぞれが自身の
課題に取り組む時間を最低１～２時間設定
する。
・主体性を引き出すことのできる導入の工
夫や数学的活動の楽しさを伝えられるよう
な課題設定に努める。

・単元ごとに確認テストを実施するだ
けでなく、同様の問題で再テストを受
検することを促す。
・生徒の実態に則して家庭学習課題
を調整し、能力に応じて定着を図る。

1
年
生

2
年
生

数学的な推論の過程に着目し、図形
の性質や関係を論理的に考察し表現
する力。

・ICT機器を活用し、大量のデータを
分析、考察、表現する機会を設ける。
・授業の最初に前時の振り返りを発表
し、授業の最後に本時の授業の振り
返りを発表する機会を設ける。

解答のみに着目させず、それぞれの
計算や問題の途中計算や考え方にも
着目させ、”なぜ～になるのか”を繰り
返し聞いていく。

3
年
生

数の範囲に着目し、数の性質や計算について考察した
り、文字を用いて数量の関係や法則などを考察したりする
力、図形の構成要素の関係に着目し、図形の性質や計量
について論理的に考察子表現する力、関す関係に着目
し、その特徴を表、式、グラフを相互に関連付けて考察す
る力、標本と母集団の関係に着目し、母集団の傾向を推
定し判断したり、調査の方法や結果を批判的に考察したり
する力。

・課題解決の見通しを毎授業でもたせるよ
うにする。また、その見通しを言語化するこ
とで、思考過程を振り返り、生徒自身に改
善させる。
・前時に学習した内容を生徒に発表させる
ことで、既習事項を表現する力を伸ばして
いく。

・生徒の興味関心に合わせてレポート
を作成する時間を設定する。
・課題解決が難しい場合、机間指導を
綿密に実施し、自力解決できる力を伸
ばしていく。

1
年
生

2
年
生

数学のよさを実感して粘り強く考え、
問題解決の過程を振り返り、多様な考
えを認め、評価・改善することのできる
力。

・生徒が主体となり、自ら基礎的な法
則性や概念に気づけるような発問の
工夫。
・課題を解決していくなかで得られる
喜びや満足感のある数学的活動の充
実。

単元末や確認テスト後に振り返りやま
とめの時間を設け、学習した内容を言
語化できるようにする。

3
年
生

数学的活動の楽しさや数学のよさを実感し
て粘り強く考え、数学を生活や学習に生か
そうとする態度、問題解決の過程を振り
返って評価・改善しようとする態度、多様な
考えを認め、よりよく問題解決しようとする
態度。

・生徒自身で授業の目標を決めたり、
課題を発見したり、まとめを作成したり
できるように発問を工夫し生徒主体で
授業を進めていく。
・「学びを深める場面」を毎授業で設
定し、生徒の発言に合わせて対応し
ていく。

・毎授業で振り返りシートをかかせる。
また、単元ごとでもこれまでの振り返り
シートや授業ノートをもとに、単元の振
り返りを実施する。
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教科 観点 伸ばしたい力 具体的な授業改善策 補充的・発展的な学習指導計画

1
年
生

2
年
生

・自然事象に対する概念や原理、法
則の基本的な理解。
・探求のために必要な観察、実験等の
基本的な技能。

・授業冒頭において、前時の学習内
容を振り返る時間の設定。
・観察、実験時における、各操作の意
義を意識させる場の設定。

・各単元の章末ごとに基礎的、発展的
な内容を確認するためのテストを実
施。

3
年
生

・自然事象に対する概念や原理、法
則の基本的な理解。
・探求のために必要な観察、実験等の
基本的な技能。

・授業冒頭において、前時の学習内
容を振り返る時間の設定。
・観察、実験時における、各操作の意
義を意識させる場の設定。

・各単元の章末ごとに基礎的、発展的
な内容を確認するためのテストを実
施。

1
年
生

2
年
生

・自然事象の中で問題を見いだし、見
通しをもって課題や仮説を設定する
力。
・得られた結果を分析して解釈し、科
学的な根拠を基に表現する力。

・自然事象において、生徒自身が課
題を見いだし、課題解決を図るための
手立てを考える場の設定。
・実験結果を分析し、解釈するための
時間の確保、および文章でまとめる場
の設定。

・授業で学習した事項をもとに自然事
象の中から生徒自身が課題を設定す
る機会として、レポート課題を活用。

3
年
生

・自然事象の中で問題を見いだし、見
通しをもって課題や仮説を設定する
力。
・得られた結果を分析して解釈し、科
学的な根拠を基に表現する力。

・自然事象において、生徒自身が課
題を見いだし、課題解決を図るための
手立てを考える場の設定。
・実験結果を分析し、解釈するための
時間の確保、および文章でまとめる場
の設定。

・授業で学習した事項をもとに自然事
象の中から生徒自身が課題を設定す
る機会として、レポート課題を活用。

1
年
生

2
年
生

・自然の事物、現象について進んで関
わろうとする態度。
・学習に対する自己の取り組みを振り
返り、調整する態度。

・授業において、生徒自身が課題解
決を図る時間を設定。
・振り返りシートを活用し、生徒自身に
毎授業の振り返りをさせ、自己の学習
を調整する機会を設定。

・単元末において、自身の今までの学
習に対する取り組みを総括的に振り返
る場の設定。

3
年
生

・自然の事物、現象について進んで関
わろうとする態度。
・学習に対する自己の取り組みを振り
返り、調整する態度。

・授業において、生徒自身が課題解
決を図る時間を設定。
・振り返りシートを活用し、生徒自身に
毎授業の振り返りをさせ、自己の学習
を調整する機会を設定。

・単元末において、自身の今までの学
習に対する取り組みを総括的に振り返
る場の設定。
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教科 観点 伸ばしたい力 具体的な授業改善策 補充的・発展的な学習指導計画

1
年
生

2
年
生

・読譜力

・音符や休符の長さの理論的な理解。

・教材に音名を書かせ、読譜に慣れさ
せる。
・４分音符を１としていくつ分になるか
理解させる。

・五線譜の読み方を理解し、説明でき
るようにする。
・読み取った音符や休符をリズムとし
て演奏できるようにする。

3
年
生

・求められている強弱や音楽記号に合
わせ演奏する技能。

・曲の中で強弱や音楽記号に合わせ
て演奏させる。

・記号が与える意味と音楽記号を合わ
せて理解し演奏できるようにする。

1
年
生

2
年
生

・楽譜を見てリズムを理解し演奏する
力。

・音や休符の長さを正しく理解させる。
・演奏の練習を繰り返し行わせる。

・拍の流れや曲想に合わせて演奏で
きるようにする。

3
年
生

・自分の想いを音に乗せる力。 ・創作活動において、与えられた音の
組み合わせの中で、音楽をつくりあげ
るようにする。
・演奏において、はっきりとした音を出
し、相手に伝わる演奏をする。

・イメージや感情などを音楽表現と結
びつけて創作活動を行えるようにその
都度声がけをする。
・イメージや感情などを音楽表現と結
びつけて演奏できるようにその都度こ
えがけをする。

1
年
生

2
年
生

・様々な音楽活動に興味をもち、自ら
活動しようとする態度。

・生徒の理解に合わせた学習速度。
・編曲を行い楽しんで演奏できるよう
にする。

・音楽理論を理解し基礎を身につけら
れるように音楽活動に合わせて基礎
基本を学べるように組み込む。

3
年
生

・自分の発する音に自信と責任をもち
演奏する態度。

・正しい演奏で自信をもたせる。
・音量に気を付け演奏できるようにす
る。

・演奏の中心としてしっかりとした音で
演奏全体を引っ張ることができるように
する。
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教科 観点 伸ばしたい力 具体的な授業改善策 補充的・発展的な学習指導計画

1
年
生

2
年
生

・形や色などが感情にもたらす効果な
ど造形的な視点について理解し、作
品の造形的特徴を根拠にして全体の
イメージを言語化する力を伸ばす。

・形や色からどのように読み取ることが
できるか、実際に教師が例示してから
鑑賞の演習を行う。自分が感じたこと
や考えたことを発言したり記述したりす
る時間を各題材で複数回設ける。

・鑑賞を通して身に付けた形や色など
の造形的な視点を、自らの表現活動
の中でも意識的に活用することができ
るようにする。

3
年
生

・形や色、材料などの性質が感情にも
たらす効果や造形的な特徴などを基
に、作品に込められたイメージを言語
化する力を伸ばす。

・形や色、材料などの性質からどのよう
に読み取ることができるか、複数の例
示作品の比較をもとに、イメージを言
語化するための演習を繰り返し行う。

・鑑賞を通して身に付けた形や色、材
料などの性質が感情にもたらす効果と
いった造形的な視点を、自らの制作
過程においても生かすことができるよ
うにする。

1
年
生

2
年
生

・用いる場面や社会との関わりなどか
ら主題を生み出し、構成や装飾の目
的などの条件をもとに美的感覚を働か
せて表現の構想を練る力を伸ばす。

・参考作品の鑑賞を通して、目的や機
能との調和のとれた洗練された美しさ
について考えさせ、自分が設定した目
的のものを作るとしたらどのようにデザ
インするかという視点でアイデアスケッ
チに取り組ませる。

・制作過程においてヒントになりそうな
参考作品を例示するとともに、機能と
美の調和に関わる自分の感性や美意
識が生かされているか、主題を基にし
た表現の意図や思いが表現できてい
るか、などの視点をワークシートを用い
て考えさせながら制作させる。

3
年
生

・社会の中の美術のはたらきについて
関心をもち、地域にとってのデザイン
の役割やその効果などを考えながら
発想や構想する力を伸ばす。

・社会の中の美術のはたらきを考える
ために、タブレットPCを使ってテーマ
に関わる情報収集を行うとともに、ペイ
ント機能を用いたアイディアスケッチに
取り組ませる。

・社会の課題を解決するためのデザイ
ンの事例を紹介し、物だけでなく環境
や人々の行動も含めたトータルデザイ
ンという在り方について学ぶ機会を設
ける。

1
年
生

2
年
生

・社会に果たす美術の役割を理解す
るとともに、美的な価値を生活の中で
楽しみながら、心ゆたかな生活や社会
を築いていこうおとする態度を育てる。

・日常生活の様々な部分に美術が関わっ
ていることを認識させ、社会に果たす美術
の役割を理解させる。身の回りや普段の生
活の中にある美術を見つけさせ、機能と美
しさの調和をテーマに対話を行って、制作
者の工夫や込められた思いについて、自
分の言葉で伝えることができるようにする。

・私的な空間の中の美と公共の空間
の中で求められる美の違いについて、
目的や機能、社会の中の美術の働き
といった造形的な視点をもとに考える
鑑賞の学習活動に取り組む。

3
年
生

　美術を通した学びを生活や社会の
中で生かそうとする態度を養い、主体
的に創造活動に取り組むための力を
伸ばす。

　自らの表したい感じや気持ちを大切
にして表現したり、他者の立場に立っ
て使いやすく美しいものを造形したり、
美術を通して自己と他者、社会とのつ
ながりを考えさせる。

　美術や美術文化と現代社会に生き
る自己との関わりを意識させ、自らが
生み出す主題への関心を深めさせ
る。
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教科 観点 伸ばしたい力 具体的な授業改善策 補充的・発展的な学習指導計画

1
年
生

2
年
生

・運動の特性に応じた技能を高め、健
康・安全について理解する。
・運動、体力の必要性について理解
し、基本的な技能を身に付ける。

・学習カード等で基本的な知識やルール、運動の
特性や成り立ちの理解を促す。
・ICTで撮った動画を用いて自己の課題を明確に
し、技能の向上を図る。
・運動の楽しさや喜びを味わうことができるように、
教材・教具を工夫したり、自己の成長を実感でき
る授業を行う。

・ICTを積極的に活用する
・学習カードを工夫し、生徒の知識の定着
に努める。
・健康・安全についての知識が、日常生活
における実践力につながるよう、実体験に
基づいた学習資料を使用する。

3
年
生

・運動の特性に応じた技能を高め、健康・
安全について理解する。
・生涯にわたって運動を豊かに実践するこ
とができるようにするため、運動、体力の必
要性を理解する。

・学習カード等で基本的な知識やルール、運動の
特性や成り立ちの理解を促す。
・ICTで撮った動画を用いて自己の課題を明確に
し、技能の向上を図る。
・運動の楽しさや喜びを味わうことができるように、
教材・教具を工夫したり、自己の成長を実感でき
る授業を行う。

・ICTを積極的に活用する
・学習カードを工夫し、生徒の知識の定着
に努める。
・健康・安全についての知識が、日常生活
における実践力につながるよう、実体験に
基づいた学習資料を使用する。

1
年
生

2
年
生

自己の課題を発見し、合理的な解決
に向けて思考し判断するとともに、考
えたことを他者に伝える力。

・例示した運動と自分の運動とがどのように
違うか、また上手くできている要因は何かを
考え、伝え合う時間を作る。
・学習カードに自分の感じたポイントや運
動のコツ、課題と解決法を記入し、他者に
伝える場を増やす。

・生徒間の話し合いや教員の助言を通し、
生徒自ら、物事を比較、分類することや多
面的・多角的にを捉え、自己の考えを広
げ、深められるようにする。

3
年
生

自己や仲間の課題を発見し、合理的
な解決に向けて思考し判断するととも
に、自己や仲間の考えたことを他者に
伝える力。

・例示した運動や他者の運動と自分の運
動とがどのように違うか、また上手くできて
いる要因は何かを考え、伝え合う時間を作
る。
・学習カードに自分の感じたポイントや運
動のコツ、課題と解決法を記入し、他者に
伝える場を増やす。

・生徒間の話し合いや教員の助言を通し、
生徒自ら、物事を比較、分類することや多
面的・多角的にを捉え、自己の考えを広
げ、深められるようにする。

1
年
生

2
年
生

協力すること、責任を果たすこと、一人
一人の違いを認め合うことを大切にす
るとともに、健康の保持増進と体力の
向上を目指し、生涯にわたって運動に
親しむ力。

・生徒が積極的に活動ができるように、興
味・関心が高まる授業展開の工夫をする。
・競争や協同の経験を通して、ルールやマ
ナーを守る等の意思をもてるようにする。
・準備や後片付け等を通して積極的に役
割を果たせるようにする。

・健康や安全に興味や関心をもたせ、見通しを
もって粘り強く取り組めるようにする。
・個々の生徒の実態に応じ指導内容を変えたり、
効果的な声かけを行ったりする。
・生徒自らが学習課題を設定できるような授業を
展開すると共に、生徒が課題解決へ向けて積極
的に運動ができるようにしていく。

3
年
生

公正に取り組む、互いに協力する、自
己の責任を果たす、参画する、一人一
人の違いを大切にする等の意欲を高
め、生涯にわたって運動に親しむこと
ができる。

・生徒が積極的に活動ができるように、興
味・関心が高まる授業展開の工夫をする。
・競争や協同の経験を通して、ルールやマ
ナーを守る等の意思をもてるようにする。
・相手の感情に配慮して合意形成を図るこ
とができるような話し合い活動等をする。

・健康や安全に興味や関心をもたせ、見通しを
もって粘り強く取り組めるようにする。
・個々の生徒の実態に応じ指導内容を変えたり、
効果的な声かけを行ったりする。
・生徒自らが学習課題を設定できるような授業を
展開すると共に、生徒が課題解決へ向けて積極
的に運動ができるようにしていく。
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教科 観点 伸ばしたい力 具体的な授業改善策 補充的・発展的な学習指導計画

1
年
生

2
年
生

エネルギー変換の技術において、基
本的な電子機器の仕組みや発電に関
する知識を理解し、工具や機器を適
切かつ安全に使用して電気回路を設
計する技能や、エネルギー変換の技
術を評価、改善する力。

エネルギー変換の仕組みや、電気回
路設計における基本的な知識を身に
付け、実際に製作することで知識と技
能とを身に付けさせる。

身の回りの問題を発見し、身に付けた
技術を用いて課題を解決する問題解
決的な学習を取り入れてることで、技
術の見方、考え方を深めさせていく。

3
年
生

計測・制御システムの仕組みを理解
し、安全・適切なプログラムの制作、動
作の確認及びデバッグ等ができる力。

プログラミングにおいて、粘り強く試行
と修正を繰り返させる課題解決的な学
習を取り入れていくことで、知識と技能
の定着を図る。

身近にある機器や制御システムのプロ
グラムを再現し、技術と社会の関わり
を認識させ、適切に技術を評価、改善
する態度を身に付けさせる。

1
年
生

2
年
生

エネルギー変換の技術における技術
の見方、考え方に気づき、持続可能な
社会に向けて技術を評価、改善し、最
適化していく力。

身の回りの問題を発見し、自ら課題を
設定し、技術で解決していく学習を取
り入れ、製作後に環境からの視点や
経済性、社会からの要求の観点から
振り返らせることで技術の最適化につ
いて考えさせる。

課題設定において、さらに発展的に
技術の見方、考え方を深めていけるよ
う、より実用的な製作品を設計できるよ
う促し、生徒が主体的に取り組めるよう
にする。

3
年
生

問題を見いだして課題を設定し、入出
力されるデータの流れを基に計測・制
御システムを構想し、プログラムの制
作の過程や結果の評価、改善及び修
正について考える力。

身近にある課題をプログラミングで問
題解決する学習を取り入れ、適切に
情報処理の手順を具体化するととも
に、プログラムを構想する過程から自
ら新たな気づきを発見し、判断、表現
できるよう、課題を設定する。

制作したプログラムを様々な観点から
多面的、総合的に評価させることで、
自身の考えを振り返らせ、プログラミン
グに対する思考を深める。

1
年
生

2
年
生

エネルギー変換の技術を通し、様々
な発電方法やエネルギーについて考
え、持続可能な社会の構築に向け
て、課題の解決に主体的に取り組み、
振り返って改善しようとする態度。

生活における身近な課題を自身が発
見し、課題として技術で解決すること
で、主体的に学習に取り組めるように
すると共に、振り返り、評価、改善させ
ていく。

身に付けた知識や技能、考え方を段
階的に難易度を上げた課題を設定さ
せていくことで、生徒自身が能力の定
着を実感できるようにしていく。

3
年
生

よりよい生活の実現や持続可能な社
会の構築に向けて、課題の解決に主
体的に取り組み、振り返って改善しよう
とする態度。

身近な機器や、計測・制御システムを
題材に取り入れることで、技術と社会
のつながりを認識させる。

プログラミングにおいて協働学習を取
り入れ、他者と協力し、自ら主体的に
学習に取り組む課題を設定する。

令和６年度　青ヶ島村立青ヶ島中学校　授業改善推進プラン【技術・家庭科（技術分野）】
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教科 観点 伸ばしたい力 具体的な授業改善策 補充的・発展的な学習指導計画

1
年
生

2
年
生

・衣服と社会生活の関わりがわかり、
TPOに応じた衣服の選択や衣服に応
じた手入れについて理解し実践する
力。
・家族の生活と住空間の関わりがわか
り、住居の基本的な機能や安全な住
空間の整え方について理解する力。

・授業導入時に前回の学習内容をホ
ワイトボードに記入させ、内容につい
て１～２分程度で説明させる。
・単元や題材ごとにテストを行い、内容
の定着度を見取り、必要に応じて指導
方法や内容を最適化させていく。

・授業で使用している教材をGoogleク
ラスルームで共有することでいつでも
閲覧、使用できるようにする。

3
年
生

・幼児に関する課題について、自分自
身の生活と関連させながら、多様な視
点をもって考える力。

・授業導入時に前回の学習内容をホ
ワイトボードに記入させ、内容につい
て１～２分程度で説明させる。
・単元や題材ごとにテストを行い、内容
の定着度を見取り、必要に応じて指導
方法や内容を最適化させていく。

・授業で使用している教材をGoogleク
ラスルームで共有することでいつでも
閲覧、使用できるようにする。

1
年
生

2
年
生

・資源や環境に配慮しながら生活を豊
かにするための布の制作を行ったり、
衣服の選択や材料などに応じた手入
れの仕方を工夫する力。
・家族の安全を考えた住空間の整え
方について考え工夫する力。

・和服を実際に着用するなど、実物を
使用して実体験させた上で考えさせ
る。
・自らの住居の特徴を考えさせながら
より安全な住空間の整え方や様々な
家庭環境に合わせた住空間の工夫を
考えさせる。

授業の中で考えた多様な視点での意
見をそれぞれの視点ごとにデータとし
てまとめる。

3
年
生

幼児に関する課題について、自分自
身の生活と関連させながら、多様な視
点をもって考える力。

自分自身の生活や幼少期については
振り返ることができているので、自分以
外（親、地域、社会全体など）の視点
を具体的に提示して、考えさせる。

授業の中で考えた多様な視点での意
見をそれぞれの視点ごとにデータとし
てまとめる。

1
年
生

2
年
生

日常生活における課題について、自
分ごととして捉え、具体的に解決しよう
とする力。

ワークシートや発問を工夫し、具体的
な場面設定を取り入れることで自分ご
ととして捉えられるようにする。

・課題を解決するために考えたことを
家庭等で実践する機会を設定する。

3
年
生

日常生活における課題について、自
分ごととして捉え、具体的に解決しよう
とする力。

自ら題材に対して課題を設定し、どの
ような手立てで改善していくのか見通
しを持たせる。

課題の解決策を授業で実践した後、
家庭で再度実践する機会を設定す
る。

令和6年度　青ヶ島村立青ヶ島中学校　授業改善推進プラン【技術・家庭科（家庭分野）】
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教科 観点 伸ばしたい力 具体的な授業改善策 補充的・発展的な学習指導計画

1
年
生

2
年
生

1. 発音や日本語訳を手掛かりに、適
切な英単語を答えたり、書いたりする
力。
２. 発音のルールを応用し、初めて読
む単語や英文でも発音を推測して読
む力。

1.2. 生徒が自分のペースで受験でき
る単語テストをGoogle Formsで作成
し、活用を指導する。フォニックスに取
り組む時間や、発音や日本語訳から
単語を推測する指導を行う。

1.２. 英検で頻出する英単語を学びた
かったり、英単語のつづりを確認した
かったり、生徒によって求める単語力
が異なっているので、生徒が自分の課
題に応じて学習できる時間を設定す
る。

3
年
生

1. 発音や日本語訳を手掛かりに、適
切な英単語を答えたり、書いたりする
力。
２. 発音のルールを応用し、初めて読
む単語や英文でも発音を推測して読
む力。

1.2. 生徒が自分のペースで受験でき
る単語テストをGoogle Formsで作成
し、活用を指導する。フォニックスに取
り組む時間や、発音や日本語訳から
単語を推測する指導を行う。

1．「ドリルパーク」を用いて第１・第2学
年で学習した英単語を確認する機会
を提供し、既習単語を復習する指導を
行う。

1
年
生

2
年
生

1. 生徒がお互いの意見や考えを話し
合うために必要な単語と英語表現を
用いる力。
2．長文を読んで、内容に関する問題
に適切に応答する力。

1. 疑問文とその受け答え方を指導し、
授業中に英会話を行ってお互いのこ
とを話し合う機会を設定する。
２. 疑問文とその受け答え方を指導
し、長文を読んで内容に関する問題
の答えを書く指導を行う。

1.2. 意見や考えを聞き合ったり、長文
を読んでその場で内容に関する問題
に答える面接テストを実施する。身の
回りの物事や、社会的な話題につい
て議論する活動を実施する。

3
年
生

1. 生徒がお互いの意見や考えを話し
合うために必要な単語と英語表現を
用いる力。
2．長文を読んで、内容に関する問題
に適切に応答する力。

1. 疑問文とその受け答え方を指導し、
授業中に英会話を行ってお互いのこ
とを話し合う機会を設定する。
２. 疑問文とその受け答え方を指導
し、長文を読んで内容に関する問題
の答えを書く指導を行う。

1.2. 意見や考えを聞き合ったり、長文
を読んでその場で内容に関する問題
に答える面接テストを実施する。身の
回りの物事や、社会的な話題につい
て議論する活動を実施する。自分の
考えを要約する活動を実施する。

1
年
生

2
年
生

1. 自分の学習を振り返り、得意なとこ
ろを伸ばしたり、苦手なところを補うた
めの学習計画を立て、主体的に学習
に取り組む力。

1. 生徒はCan-Doリストを作成し、指導
者とともに振り返り、得意なところを伸
ばしたり、苦手なところを補うために必
要な学習計画を立てる。

1. テストに再チャレンジできる制度を
整えたり、発展的な追加課題に取り組
む機会を提供し、そうした制度や機会
を利用するよう奨励する。

3
年
生

1. 自分の学習を振り返り、得意なとこ
ろを伸ばしたり、苦手なところを補うた
めの学習計画を立て、主体的に学習
に取り組む力。

1. 生徒はCan-Doリストを作成し、指導
者とともに振り返り、得意なところを伸
ばしたり、苦手なところを補うために必
要な学習計画を立てる。

1. テストに再チャレンジできる制度を
整えたり、発展的な追加課題に取り組
む機会を提供し、そうした制度や機会
を利用するよう奨励する。

令和６年度　青ヶ島村立青ヶ島中学校　授業改善推進プラン【英語科】
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